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療育指導室　保育士 伊藤　育子

これからの一歩。『社会見学』　
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　重症心身障害児（者）病棟では、ご利用者様向けに、年に一度“社会見学”という院外への外出行事を実

施しています。しかし、新型コロナウイルス感染拡大防止対策としての外出制限で令和2年度から中止して

いました。今年度、感染の位置づけが緩和されたことに伴い、４年ぶりに社会見学を再開しました。

　4月から6月までの間に、徒歩で近隣の「みどりやファーム」や、リフト付き大型バスや福祉タクシーを利

用して「神奈川県立秦野戸川公園」「秦野市カルチャーパーク」等に行きました。チューリップやバラを鑑

賞したり風の吊り橋を渡ったりして、春や初夏の戸外の空気を満喫しました。

　「中井パーキングエリア（ＰＡ）」は感染対策として屋内での活動を避けて当初の計画を見直した行き先で、

ドライブを楽しみました。ＰＡで各自アイスや飲み物を選び、テラス席で暑い季節を感じながらいただきました。

社会見学では、久しぶりの外出で、緊張した表情、車窓からの景色をご覧になり嬉しそうな表情など様々な

様子が伺えました。

　体調面に配慮して外出を控え、院内での代替活動も実施しました。梅雨をイメージした環境を作り、おみ

くじを引いてお賽銭や鈴を鳴らしてお出掛けの雰囲気を感じる活動です。

　まだまだ、コロナ前のような行動は難しいですが、感染対策を講じながら安全で楽しい社会見学を提供し

ていきたいと思います。

みどりやファーム

※楽しんでいらっしゃる利用者様の写真は、ご家族・後見人の方々より掲載の同意を得ております。



療育指導室　保育士 武松　里佳

『願いよ、届け！』七夕週間を実施して。
 

－3－

　重症心身障害児（者）病棟で毎年行っている『七夕会』ですが、今年は、7月3日～7月7日の5日間を七夕

週間として毎日行う集団療育活動にて行いました。利用者の皆さんが、参加できるように計画し、織り姫、

彦星に扮する職員と一緒に『たなばたさま』を歌い、短冊にしたためた願い事が叶うようにと紹介させてい

ただきました。また、カラオケで夏ソングを歌いながら身体を自由に動かす方や得意の楽器演奏をみんなの

前で披露してくださる方もいらっしゃいました。最後に曜日対抗『輪かざり作り競争』で盛り上がり、手作

りの天の川や笹の葉に飾りつけをしました。

　今年の七夕会は、一週間かけてゆったりと織り姫さん、彦星さんと触れ合ったので、願い事が叶いそうだ

な～と思いました☆　
全体の様子

※楽しんでいらっしゃる利用者様の写真は、ご家族・後見人の方々より掲載の同意を得ております。



感染管理認定看護師 大渡　由美子

地域の医療機関と協力して進める感染対策
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　世界的に大流行している新型コロナウイルス感染症は、今年5月に5類

感染症へ移行したものの、まだまだ楽観できない状況です。神奈川病院

では様々な感染対策を実施していますが、今回は、神奈川病院と地域の

医療機関との間で連携している感染対策活動について 紹介いたします。

　神奈川病院は地域支援病院の役割を担い、保健所や近隣の医療施設と

連携して 活動しています。この活動のひとつとして、 感染防止対策向上 

webカンファレンス を 定期的に開催 しています。7月の web カンファレン

スでは、感染対策に関する意見交換とともに、PPE（個人防護具）の着脱

訓練を行いました。

　写真は訓練の様子です。会議室では神奈川病院の医師・看護師・薬剤師・検査技師と保健所の保健師さん

5名が参加しています。モニターの向こうでは、連携している医療機関のスタッフがひとつひとつの手順を

確認しながら、一緒に着脱訓練を行っています。

　新型コロナウイルス感染症の陽性患者さんには、このような防護具を着用して対応しています。防護具を

着用する手順も決まっていますが、何より防護具を外す手順が重要です。外す手順を間違えてしまうと、自

分が感染するだけでなく周囲に感染を広げてしまう可能性があるからです。

　神奈川病院では保健所や地域の医療機関の皆さんと連携して、地域の感染対策の底上げに取り組んでいま

す。神奈川病院の理念である「地域の皆様から信頼される病院づくりに努め、常に新しく良質な医療の提供

を致します」を合ことばに、これからも進んでいきます。

全員で確認しながら防護具をつけます 外すときは手順を間違えず慎重に！



管理課庶務係 西康　一郎

作業員の皆さんを紹介します
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　当院はご存じのとおり丹沢山麓のふもとに位置しており、木々に囲まれたまさに自然の中にある病院です。

こういえば聞こえはいいのですが、樹木が突然倒れて道を塞いだり建物の劣化が早かったり、施設管理のう

えでは中々に大変です。

　特に大変なのが緑の管理です。春から夏にかけての季節、敷地内のいたるところでどんどん大きく育って

いく草たちの管理は本当に重労働です。

　この管理を毎日行ってくれているのが作業員の皆さんです。病院が休みの日以外は晴れていても雨が降っ

ていても一年中、作業をしてくれています。病院の建物周りを綺麗にするのは勿論、病院が所有している飛

び地にもトラックで移動して草刈りを行っています。

　作業員の中心となってくれている中村さん、大串さんにお話をきくと、病院の敷地全部の草刈りを一巡す

るのにおよそ2ヶ月から3ヶ月ほどかかるそうですが、刈った草が伸びて元通りになるのは夏の時期だとたっ

た2週間ほど。公道からの進入口、正面玄関周りや中庭東屋など患者さんから見える範囲を重点的に、計画

をたてて順番に草刈りを実施しているそうです。

　作業をする際には怪我をしない事を一番に考えて行っています。今までには、車道や駐車場に覆い被さっ

てくる木の枝を切り落とそうとして指を切りそうになったり、刈っている草むらの先に蜂の巣があって蜂に

刺されそうになったこともあったそう。その中でも8月の酷暑が一番危険とのことで熱中症にならないよう

作業効率は悪くなりますが、小まめに休憩をとり十分に注意をして行っているとのことでした。

　作業を行っている際、患者さんや地域の方々から「綺麗になったね」「頑張っているね」と声をかけて貰え、そ

れがやる気に繋がっているそうです。今後も皆さんに喜んで頂けるよう職員一同綺麗にしていきたいと思います。



リハビリテーション科 理学療法士 向頭　隼

そば打ち体験感想
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　今回新人研修で同期とそば打ち体験に参加させていただきました。普段関わりが少ない他職種の方々とコ

ミュニケーションを取ることができ、とても貴重な時間を過ごすことができました。

　実際に自分たちでそばを作ってみて、水分の調整やこね方、そばの切り方など、最初から最後まで難しく

奥が深いと知りました。私にとってそば打ちは初めての体験で、自分たちで試行錯誤 しながら作りました。

細いものがあったり太いものがあったりバラバラでしたが異なる食感を楽しみながら頂くことができたので、

今まで食べたそばの中で一番美味しいと感じました。

 また、そば一本一本に個性があるようにも感じました。そして私たちにも個性があります。個性を活かし

て職場で関わっていくことができれば様々な働き方ができると思いますが、そのためにはお互いを認め合う

多様性も重要だと思います。個性と多様性は一見違う意味のようで密接な関係にある言葉だと私は感じます。

私は今後、自分の代わりはいないと思ってもらえるような個性を持ちつつ、お互いを認め合うという多様性

を大切にして貢献していきたいです。

　さらに今回の体験では試行錯誤しながら取り組むことの大切さを学ことができました。今後の臨床でも試

行錯誤しながら、初心を忘れずに取り組んでいきたいと思います。

　普段他職種の方々との関わりが少ないと感じていたのでこのような研修を開催して頂いたこと、本当に感

謝しています。今後の臨床にも活かせるような学びの多い時間を過ごすことができました。このような機会

がまたありましたらぜひ参加したいと思います。

こねる時の水加減や力の入れ方がポイント！ こねたそばを転がしながら薄く伸ばします。

同じ太さに切るのがとても難しかったです。 皆で楽しくそば打ち体験できました！



地域医療機関紹介
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　当院で、令和 2年 2月より訪問診療を開始してから 3年以上が経ちました。

がんの痛みや慢性的な痛み等に対処する緩和ケアに十数年従事しており、誰もが緩和ケアを

受けられる地域づくりに貢献したいとの思いから、日々の診療を行っております。

【新人医師をご紹介】

　①7月より、訪問診療の経験がある医師が入職しました。（月曜日・火曜日）

　②8月より、訪問診療の経験がある皮膚科専門医が入職しました。（金曜日）

【ご自宅にて専門的な診療も可能です】

　当院の訪問診療では内科や慢性疾患の他、がんや非がんの痛みのコントロール・神経難病・皮

　膚トラブル等にも幅広く対応しております。

【24時間対応が可能です】

　当院では訪問診療を利用されている方であれば、24時間対応な電話窓口を用意しています。

　ちょっとした心配事やお困りごとについても医師・看護師が対応します。

　状態によっては往診にて、ご様子を診ることも可能な体制を整えております。

　通院が難しくなって来たなと感じられる方、自宅での療養を希望される方など、お困りの際は、

ぜひご相談ください。

奥田外科・胃腸科クリニック（訪問診療部）
院　長　奥津　輝男

診療科　訪問診療・外来診療（外科・胃腸内科・皮膚科・肛門内科）

住　所　〒２５７－００５７　
　　　　神奈川県秦野市富士見町２－５５ 
　　　　TEL　０４６３―２６―８２０１

奥津輝男院長
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※担当医表に時間の記載がある日は、記載されている時間内の診療となりますのでご確認をお願いいたします。

【担当医表の表記について】
  ①括弧書き（　：　～）
　  …診察（開始）時間　
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小田急線「秦野駅」下車神奈川中バス④番乗場「国立神奈川病院」行
終点（所要時間約13分）

※車利用　　
東名高速道路「秦野中井」より約10分
◎矢印の方向へお進み下さい。　は進入出来ません。
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